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見附市立南中学校 実践報告書【学校報告用】 

(１)事業名 

※事業名称がある場合 

 見附市立南中学校 ふるさと新潟防災教育推進事業 

(２)実践報告  

実践内容及び児童生徒の

様子 
７．１３水害における地域の被災状況やそれに対する取組について理

解を深めた。南中学校の浸水写真を見て、災害による被害は自分の身

にも起こりうるということを実感した。また、災害時を想定し、避難

場所や避難方法を確認した。 

東日本大震災の津波や放射線被害の実態を写真や映像資料、体験者

の講話から学び、防災に対する意識を高めた。 

①  サバイバルレスキューとして、学区在住の元消防長岡村勝元様か

ら、緊急時の搬送方法や応急手当の方法などを学んだ。 

成果と今後の課題 ○ 成果 

 生徒にとって身近に感じられる災害を題材としたこと、災害の体験

者や地域の岡村様からの講演は、生徒の防災への意識を高めることに

有効であった。 

○ 課題 

サバイバルレスキューは継続的な実践があって身に付くものであると

考える。継続的な実践をどのように意識付けるか、そのような場をど

のように設定するかが課題である。 

実践の様子 

 

 

 

 災害時を想定して、自分の命を守るためにどの

ような行動が必要であるか、どのような備えや心

構えを日頃から意識するかを話し合っている様

子。 

今回購入した三角巾を使用した、

災害時の応急処置の方法を教えて

いただいている様子。（左写真） 

 毛布を活用した搬送方法を教え

ていただき、小グループで実践して

いる様子。（右写真） 


